
２０１７年度 公開講座 真宗と平和 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

  

２０１８年３月１日（木）1３時 30 分～16 時 

会 場  真宗高田派本山専修寺 宗務院２階 大会議室 
（〒514-0114 津市一身田町 2819 ／TEL059-232-6079） 

 

  講 師 中 島
な か  じ ま

 岳
たけ

 志
し

 氏 
 

 

参加費  無 料（どなたでもご参加歓迎いたします。） 

お問い合わせ  真宗大谷派 三重教務所 T E L：0594-21-8000 ＦＡＸ：0594-21-8010 

 

【主催】真宗大谷派 三重教区 社会教化小委員会 

テーマ 

「なぜ親鸞思想は国粋主義につながったのか？」 
 

この国は、昨今の不安定な国際情勢の流れもあり、安全保障関連法案等の「積

極的平和主義」の名のもと、国際社会の平和と安定のため積極的に貢献する歩み

を、何の躊躇もなく進めようとしています。しかしその歩みは国際協調主義に基

づいて、国際社会の脅威に対し外交、防衛を中心に対処することでもあります。 

先の世界大戦前と似たような時代に生きる私たちは、同じことを繰り返さない

ように学びを深めていきたいと思います。 

大谷派教学会議の一員として宗門外の立場から積極的に発言し、自ら「私は、

親鸞の思想を人生の指針に据えている」といわれる、東京工業大学教授の中島岳

志氏にその学びを進めていく視点をいただきたいと思います。 

 

真宗大谷派教学員。東京工業大学リベラルアーツ研究教育院教授。 

1975 年、大阪府生まれ。専門は政治学。著書に『親鸞と日本主義』（新潮社）、

『愛国と信仰の構造 全体主義はよみがえるのか』（共著、集英社新書）他 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%B7%A5%E6%A5%AD%E5%A4%A7%E5%AD%A6

